
最新値 目標値 達成度 評価
指標の

ウエイト

1 a 192 192 100.0% a 1.00

2 a 50 49 102.0% a 1.00

3 b 6 6 100.0% b 1.00

4 a 2,030 1,953 103.9% a 1.00

5 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

6 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

a ａ

２　市民生活実感評価　　*この評価は，毎年５月頃に実施している京都市市民生活実感調査のアンケート結果を基にしています。
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15 226 86 46

3.2% 48.2% 18.3% 9.8%

ｂ

a

a

‐

a

510

469

223

43.7%

96

20.5%

1

188

a

どちらかと言
うとそう思う

24年度

48

2

3

4

‐

‐

延長保育実施箇所数（夜間延長保育を含む）
（箇所）

一時保育実施箇所数（箇所）

休日保育実施箇所数（箇所）

ひとり親家庭支援センター利用者数（人）
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客観指標総合評価
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施策番号 1303

施策名 次世代を育むすべての家庭を支援し支え合えるまちづくり

　子育てしやすい生活環境の整備や子育て家庭への経済的支援，保育サービスの充
実，ひとり親家庭の自立促進などにより，子育てに生きがいを感じられる社会づく
りを進める。

１　客観指標評価

概要

施策に関係する
主な分野別計画等

京都市未来こどもプラン

担当局・部室

上位政策 13　子育て支援

保健福祉局・子育て支援部

施策の評価

5

共管局・部室

市民生活実感調査総合評価

設問

子どもの見守り活動など，身近な地域で子どもとの交流
や子育て支援の取組が進んでいる。

働き方の見直しや男性の育児参加など，仕事と子育ての
両立に取り組むひとや企業が増えている。

‐

‐

‐

25年度

26年度評価

前回値
指標名

‐



３　総合評価（客観指標総合評価＋市民生活実感調査総合評価）

ａ ｂ

24
年
度

＜この施策を構成する事務事業＞

1 611,038 570,376

2 1,238,607 1,332,912

3 1,773,872 1,829,672

4 116,901 123,862

5 96,604 106,816

6 11,743 15,243

7 285,669 287,206

8 837 1,205

9 31,034 32,738

10 1,492 1,492

11 187,919 224,070

12 23,644 23,200

13 132,459 148,369

14 7,332 7,052

15 5,224 5,224

16 20,669 21,226

17 33,430 75,162

18 － 141,162

19 － 229,770

20

＊予算額には人件費及び施設管理に係る経費を含みます。

＜今後の方向性＞

－ 保健福祉局

重み付け

事業名

A

（重み付けの理由）
　対象者が子育て世帯やひとり親家庭という限られた施策であり，市民の生活実感に施策の効果
が反映されにくいと考えられるため，客観指標を重視する。

（原因分析）
【客観指標】●延長保育実施箇所数に関しては4箇所，一時保育実施箇所数に関しては2箇所増え，京都
市未来子どもプランで設定した目標を達成し，3年連続a評価と高い評価で安定している。
●休日保育実施箇所数に関しては京都未来子どもプランで定めた平成25年度の目標を前年度に既に達
成しており，ｂ→ｂ評価と安定している。
●ひとり親家庭支援センターでは，既存事業の開催回数を増やしたことや広報に努めたことにより，利用
者が前年度に比べて増加し，3年連続a評価と高い評価で安定している。
【市民の実感】●子育て支援については，地域ぐるみの子育て支援に関する気運の高まりや環境づくりに
より，昨年度に引き続きｂ評価と安定している。
●仕事と子育ての両立に取り組むひとや企業については，多様な保育サービスの提供により，育児と仕事
の両立支援のための環境整備は進んでいるが，市民や企業に対する保育サービスの啓発や周知が不足
しているため，市民に広く実感されるには至っておらず，ｃ→ｃ評価となった。

施策の目的が十分に達成されている

25
年
度

今後の方向性の検討

子ども医療費支給事業

保育料徴収対策

民営保育所一時保育事業

民営保育所休日保育事業

京都市子育て支援活動いきいきセンター（つどいの広場）事業

産前産後ヘルパー派遣事業

公営保育所地域子育て支援事業　　　

交通遺児入学祝金支給

京（みやこ）・いきいき子育てサポート事業

母子寡婦福祉連合会事業補助

母子家庭等自立支援給付金事業

京都市ひとり親家庭等日常生活支援事業

－ 保健福祉局

A

A

□　市民の実感☑　客観指標

事業費の状況（千円）

25年度
決算額

26年度
予算額

－

子育てサロン等運営アドバイザー派遣事業補助

高校進学・修学支援金支給事業

ひとり親家庭等医療費支給事業（旧母子家庭等医療費支給事業）

●地域のバランスや保育ニーズを勘案しながら，延長保育，一時保育，休日保育の実施箇所数を増やしていく
とともに，多様な保育サービスの拡大に取り組み，子育てしやすい環境を市民が実感できることを目指す。
●ひとり親家庭支援センターにおいては，引き続き事業内容の充実や積極的な広報を進め，利用者の増加を目
指す。
●ワーク・ライフ・バランスの定着に向け，企業や勤労者をはじめ，社会全体の理解や合意形成を図るための
広報・啓発等に取り組む。

保健福祉局

保健福祉局

保健福祉局

保健福祉局

保健福祉局

保健福祉局

保健福祉局

かなり良い

良い

保健福祉局

普通

良い

－ 保健福祉局

ひとり親家庭支援センター運営

野菊荘大規模改修整備補助事業

青葉寮移転再整備事業

子育て世帯臨時特例給付金支給事務

保健福祉局

良い

かなり良い

良い

かなり良い

担当局
26年度事務事業評価結果
における目標達成度評価

保健福祉局

保健福祉局

保健福祉局

保健福祉局

保健福祉局

保健福祉局

保健福祉局

良い

良い

良い

良い

良い

良い

良い



１　指標の説明

２　指標の意味 ３　算出方法・出典等

４　数値

達成度

数値 100.0%

数値 目標年次 達成度

数値 195 26年度 98.5%

５　評価基準 ６ 基準説明 ７ 評価結果

24 25 26

a a a

１　指標の説明

２　指標の意味 ３　算出方法・出典等

４　数値

達成度

数値 102.0%

数値 目標年次 達成度

数値 50 26年度 100.0%

５　評価基準 ６ 基準説明 ７ 評価結果

24 25 26

a a a

最新数値が前回数値から
a：実施箇所数2箇所以上増
b：実施箇所数1箇所増
c：実施箇所数増減なし
d：実施箇所数1箇所減
e：実施箇所数2箇所以上減

当該指標については，「京都市未来こ
どもプラン」に基づき，実施箇所数を
増やしていく必要があるが，地域の状
況等に応じて実施保育所の見直しも必
要となることから，実施箇所数の増減
を評価基準として採用した。

全国順位
中長期目標

２箇所増 49

根拠

京都市未来こどもプラン

数値 根拠

平成21年度現況値（42箇所）と平成26年度目標値
から，各年度の目標を等差的に算出

備考

認可保育所に入所していない児童の一時的な保育を実施している保育所数

多様な保育サービスを提供するための取組状況
を示す指標

算出方法：全数調査
出典：事業担当課調べ

前回数値 最新数値
推移

目標値

24年度 25年度

48 50

指標名 一時保育実施箇所数（箇所）

担当課 保育課 連絡先 ２５１－２３９０

最新数値が前回数値から
a：実施箇所数3箇所以上増
b：実施箇所数2箇所増
c：実施箇所数1箇所増
d：実施箇所数増減なし
e：実施箇所数1箇所以上減

当該指標については，「京都市未来こ
どもプラン」に基づき，実施箇所数を
増やしていく必要があるが，地域の状
況等に応じて実施保育所の見直しも必
要となることから，実施箇所数の増減
を評価基準として採用した。

全国順位
中長期目標

4箇所増 192

根拠

京都市未来こどもプラン

数値 根拠

平成21年度現況値（179箇所）と平成26年度目標値
から，各年度の目標を等差的に算出

備考

開所から11時間30分以上の保育を実施している保育所数

多様な保育サービスを提供するための取組状況
を示す指標

算出方法：全数調査
出典：事業担当課調べ

前回数値 最新数値
推移

目標値

24年度 25年度

188 192

担当課 保育課 連絡先 ２５１－２３９０

施策名 1303 次世代を育むすべての家庭を支援し支え合えるまちづくり

指標名 延長保育実施箇所数（夜間延長保育を含む）（箇所）



１　指標の説明

２　指標の意味 ３　算出方法・出典等

４　数値

達成度

数値 100.0%

数値 目標年次 達成度

数値 7 26年度 85.7%

５　評価基準 ６ 基準説明 ７ 評価結果

24 25 26

a b b

１　指標の説明

２　指標の意味 ３　算出方法・出典等

４　数値

達成度

数値 103.9%

数値 目標年次 達成度

数値

５　評価基準 ６ 基準説明 ７ 評価結果

24 25 26

a a a

最新の数値が
a：目標値以上
b：目標値未満～上中間値（目標値と平均値
の間）以上
c：過去5年間の上中間値未満～平均値以上
d：過去5年間の平均値未満～下中間値（平均
値と最低値の間）以上
e：過去5年間の下中間値未満

利用者数が毎年変動するものであり，一定安
定的な数字と比較する必要があるため，過去
5年間の数値を基に，目標値以上をa，平均値
以上をcとし，最低値も含めた按分で基準を
作成した。
最高値：1,953（平成24年度）
平均値：1,643
最低値：1,270（平成20年度）

全国順位
中長期目標

備考
根拠

数値 根拠

1,953 2,030 77人増 1,953 過去5年間の最高値

京都市ひとり親家庭支援センターで実施している主な事業の利用者の延人数

子どもを共に育むまちの発展に向けた母子家庭
等への支援状況を示す指標

算出方法：ひとり親家庭支援センター事業実績報告に基
づく，主な事業の利用者の延人数
出典：事業担当課調べ

前回数値 最新数値
推移

目標値

24年度 25年度

最新数値が前回の数値に対して
a：実施箇所数1箇所以上増
b：実施箇所数増減なし
c：実施箇所数1箇所減
d：実施箇所数2箇所減
e：実施箇所数3箇所以上減

当該指標については，「京都市未来こ
どもプラン」に基づき，実施箇所数を
増やしていく必要があるが，地域の状
況等に応じて実施保育所の見直しも必
要となることから，実施箇所数の増減
を評価基準として採用した。

指標名 ひとり親家庭支援センター利用者数（人）

担当課 児童家庭課 連絡先 ２５１－２３８０

全国順位
中長期目標

備考
根拠

京都市未来こどもプラン

6 6 増減なし 6
平成21年度現況値（5箇所）と平成26年度目標値か
ら，各年度の目標を算出

休日・祝日等における保育を実施している保育所数

多様な保育サービスを提供するための取組状況
を示す指標

算出方法：全数調査
出典：事業担当課調べ

前回数値 最新数値
推移

目標値

24年度 25年度 数値 根拠

担当課 保育課 連絡先 ２５１－２３９０

施策名 1303 次世代を育むすべての家庭を支援し支え合えるまちづくり

指標名 休日保育実施箇所数（箇所）


